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平成28年3月 
  

秋田市教育委員会 

秋田市学校施設長寿命化計画 

概要版 

 雄和小学校 平成28年開校 
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施設
１棟当たり
面積
（㎡）

校舎 89棟 190,456 49.2% 2,140

体育館 41棟 42,723 11.0% 1,042

校舎 38棟 113,448 29.3% 2,985

体育館 23棟 34,145 8.8% 1,485

武道場 12棟 5,786 1.5% 482

給食センター
給食
センター

2棟 840 0.2% 420

総計 66施設 205棟 387,398 100% －

床面積
（㎡）

小学校
（41校）

中学校
（23校）

長寿命化対象の
まとめた後の棟数

21 19 1 

5 15 4 11 

12 29 35 8 4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15 8 11 4 

  １．学校施設長寿命化計画の位置づけ 

(１) 計画策定の位置づけと目的 

(２)人口減少・少子高齢社会の到来 

 現在、本市では、公共施設やイン

フラ全体における整備の基本的な方

針として「秋田市公共施設等総合管

理計画」の策定を進めており、『学

校施設長寿命化計画』は、その個別

計画と位置づけられる。 

 今後、学校施設が一斉に大規模改

修や更新期を迎えるため、長寿命化

により、トータルコストの縮減や平

準化を図り、部位別や学校別の優先

順位を考え、平成28年度からの40

年間の長期方針と5年間の具体的な

整備計画をたてることを目的とする。 

（２）長寿命化計画の対象 

 学校施設は、小学校41校、中学校23校、給食センター2施設で、計66施設、678棟、延床

面積は40.8万㎡であるが、部室や物置等の小規模の付属建物を除き、渡り廊下等の棟をまとめ

て整理すると、長寿命化改修や建替えの計画対象となる棟は、205棟、38.7万㎡となる。 

 そのうち小学校は130棟、約23.3万㎡（約6割）、中学校は73棟、15.3万㎡（約4割）、

給食センター2棟、840㎡である。 

 地域別には、北部地域が9.8万㎡で最も多く、次いで中央地域8.6万㎡などとなっている。 

 学校施設長寿命化計画の位置づけ 

 長寿命化計画の対象 

対象施設 66施設 678棟 408,381㎡ 

計画対象施設 66施設 205棟 387,398㎡ 

小規模の付属建物を除き 
棟を計画の単位でまとめて整理 

 地域別保有状況 
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     武道場 
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児童生徒数1人
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1,000㎡以上 
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3,000㎡以上 

＊校舎と体育館が一体となった棟を除く 

 用途別棟の規模 

校舎は1,000㎡以上が85％以上、体育館と武道場は基準
面積により各々1,000㎡、450㎡程度 

小学校校舎 

中学校校舎 

小学校体育館 

中学校体育館 
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棟数 
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築30年以上の学校が多い 
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施設
１棟当たり
面積
（㎡）

校舎 89棟 192,698 50% 2,165

体育館 41棟 38,709 10% 944

校舎 38棟 119,185 31% 3,136

体育館 23棟 27,712 7% 1,205

武道場 12棟 6,482 2% 540

給食センター
給食
センター

2棟 840 0% 420

総計 66施設 205棟 387,398 －

床面積
（㎡）

小学校
（41校）

中学校
（23校）

長寿命化対象の
まとめた後の棟数
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  ２．学校施設を取り巻く現状 

 歳入の決算推移（普通会計ベース） 

（出典）地方財政状況調査 

（１）学校施設の保有状況 

築40年以上 

12.7万㎡(12%) 
築30年以上 

35.2万㎡(32%) 
築20年以上 

29.4万㎡(27%) 
築10年以上 

17.7万㎡(16%) 
築10年未満 

11.8万㎡(11%) 

築50年以上 

1.9万㎡(2％) 

築30年以上49.8万㎡（46％）  

築20年以上79.2万㎡（73％）  

旧耐震基準(昭和56年以前) 
38.0万㎡(35％) 

新耐震基準(昭和57年以降) 
70.6万㎡(65%) 

総延床面積 

108.8万㎡ 

学校教育系施設 
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38.7万㎡
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築50年以上
0㎡(0%)

  秋田市の公共施設の延床面積は108.8万㎡でうち高校等を含む学校教育系施設が45.2万㎡

（42％）を占める。築30年以上の老朽化した建物は、市全体では49.8万㎡（46％）であり、

他都市と比較して、それほど老朽化は進んでいない状況にあると言える。一方で、このうち、

学校の占める割合が大きい。 

  ①秋田市に占める学校の保有状況 

  計画対象の小中学校は、築30年以上の建物が22.8万㎡（59％）と、市の施設全体

（46％）と比較して小中学校の老朽化は特に進んでいる。また、10年後には80％が老朽化す

る。ただし、現在、築50年以上の建物はないことから、長寿命化による対応の可能性を検討す

る必要があると考えられる。 

  ②計画対象の築年別整備状況 
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金足東小(H22)

上新城中(H23)

八田小(H18)

山谷小(H24)

赤平小(H22)

川添小
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雄和小(H27)

戸米川小

大正寺小

西部地域

雄和地域

河辺地域

東部地域

北部地域

南部地域

中央地域

 

 

 

 

 (２)学校施設の地域別状況 

 地域別で築30年以上の建物の状況をみる

と、中央地域が6.1万㎡で最も多く、以下、

北部地域が5.3万㎡、東部地域が4.7万㎡の

順となっている。 

 市域の中心部の中でも中央地域の71％を

はじめ、東部69％、西部58％など、老朽

化施設の割合が高く、対応が急がれる。 

【地域別状況】 中央地域は昭和40～50年代にか

けて、東部、北部地域は昭和50～60年代にかけ

て学校施設が整備されており他の地域に比べ老朽

化が進んでいる。 

【学校別状況】 1980年代までは棟を増築しなが

ら整備を行う分棟型から、1990年代からは学校

全体を一体的に建替える整備に変わっており、１

校当たりの整備面積が大きくなっている。 
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築４０年以上 築３０年以上 ３０年未満 

77% 69% 53% 42% 48% 57% 0%
 築30年以上の割合 

65,656 46,621 23,142 26,571 46,824 11,530 0
 8.6 

 6.8 

 4.4 

 6.3 

 9.8 
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 0.8 

   

(３)学校の適正配置計画 

 これまでの学校の統廃合は、平成18年頃から山間部や郊外など、合併した河辺・雄和両地域

を含む市域周縁部で実施しており、これ以後の計画はない。 

 地域別の老朽化状況からみても明らかなように、今後は、5つの地域にまたがる市の中心市街

地の施設の老朽化や適正配置が課題となる。 

今後は、中心市
街地の老朽化や
適正配置が必要 

廃校 

統合（雄和）Ｈ27 

・北部地域、東部地域、河辺地
域の山間部や郊外では、平成18
年頃から小中学校の統廃合を実
施した。 
 
・雄和地域では、平成28年に小
学校の統合校が開校する。 
 
・今後は、中央地域などの中心
市街地の学校の児童・生徒数の
減少や老朽化、適正配置が課題
となるため、計画の検討が必要
である。 

0

2

4

6

8

10

12

中央 東部 西部 南部 北部 河辺 雄和 

築４０年以上 築３０年以上 築３０年未満 

71％ 

69％ 58％ 47％ 54％ 

 （万㎡）  地域別老朽化状況（築30年以上） 

 4.7 2.5 
 3.0  5.3 

6.1 

築30年以上 
の建物（万㎡） 

 1.2 

54％ 

8.6万㎡ 

 6.8万㎡ 

 4.4万㎡ 

 6.3万㎡ 

 9.8万㎡ 

 2.0万㎡ 

 0.8万㎡ 

保有面積 

 地域別老朽化状況（築30年以上） 

築30年以上の学校面積が多い 

・北部地域、東部地域、河辺地
域の山間部や郊外では、平成18
年頃から小中学校の統廃合を実
施した。 
 
・雄和地域では、平成28年に小
学校の統合校が開校する。 
 
・今後は、中央地域などの中心
市街地の学校の児童生徒数の
減少や施設の老朽化など様々な
課題について検討が必要である。 
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定期的な点検・診断の実施

写真台帳

問診票

自主点検シート

• 屋根・屋上
• 外壁
• 外部開口部
• 内部仕上げ
• 設備 等

写真

写真

写真

技術者による現地調査

現地調査票

専門家が現地調査を行い、各部の仕様及
び劣化状況を把握（12条点検に準じる）

仕様 劣化 写真

建物概要

一級建築士な
どの専門家

施設管理者が日常的な使用で問
題のある箇所を報告

カルテ施設カルテ

  ３．劣化状況の調査 

10の部位で評価 

子育て支援施設 

 劣化状況は目視により、右の評

価基準Ａ～Ｄの４段階で10の部

位を評価する。また、設備の劣化

度については、目視だけで判断で

きないため、耐用年数から更新の

超過年数でも評価する。 

①調査方法（定期的な点検・診断） 

②評価基準 

 はじめに問診票調査から劣化の

進んでいる部位を把握した上で、

一級建築士、設備士等の専門家に

よる現地調査を実施した。 

 今後も問診票調査を継続的に実

施し、12条点検とともに専門家

が確認し、継続的確な実態把握を

行う。 

 劣化状況を数値化し、これに経

過年数を加えたものを総合劣化度

として、対象205棟全ての改修の

優先順位付けを行う。 

施設 棟
西
暦

1 旭南小学校 校舎2 1968 2,494 RC 80年以上 B D C C D D D D A 48 188 236

2
河辺学校給食
センター

河辺学校給食セ
ンター

1972 368 S造 60年 D D C C C C D C D D 44 183 227

3 河辺小学校 校舎3 1974 1,517 RC 80年以上 D D D B D D D D A A 42 175 217

4 土崎小学校 校舎2 1968 1,660 RC 80年以上 B C B D D D A A 48 168 216

5 築山小学校 校舎1 1970 1,597 RC 80年以上 C B C A D D D D A 46 169 215

6 土崎小学校 屋体棟 1969 891 S 60年 B C B D D D A A 47 166 213

7 土崎小学校 校舎1 1970 2,733 RC 80年以上 B C B D D D A A 46 164 210

8 旭南小学校 校舎1 1967 1,843 RC 80年以上 B B B B C D D D D A 49 160 209

9 築山小学校 校舎2 1971 2,452 RC,S 80年以上 C A C B D D D D A 45 163 208

10 築山小学校 体育館・特別教室 1983 1,653 RC,S 80年以上 D D D A D D D D A 33 173 206

11 築山小学校 校舎3 1971 1,526 RC,S 60年未満 B B C A D D D D A 45 159 204

12 豊岩中学校 校舎1、屋体 1978 1,700 RC 80年以上 C D D 38 166 204

13 河辺小学校 校舎1 1974 1,423 RC 80年以上 C C D B B D D D A A 42 160 202

14 河辺小学校 校舎2 1974 1,377 RC 80年以上 C C C C C D D D A A 42 158 200

15 中通小学校 屋体棟 1969 902 S 60年 C C C B 47 152 199

16 東小学校 校舎2 1978 2,573 RC 80年以上 D A D B B B B B 38 160 198

17 秋田東中学校 校舎1 1975 4,051 RC 80年以上 C B B C C C C A 41 154 195

18 秋田南中学校 校舎2 1978 2,848 RC 80年以上 D D D B 38 156 194

19 豊岩小学校 校舎 1979 1,743 RC 80年以上 D B D 37 154 191

20 日新小学校 校舎1 1972 5,957 RC 80年以上 D B D B C 44 144 188

21 港北小学校 校舎1 1979 1,971 RC 80年以上 D A D 37 144 181

22 港北小学校 校舎2 1979 1,442 RC 80年以上 D A D 37 144 181

23 外旭川小学校 校舎２ 1979 3,744 RC 80年以上 D A D 37 144 181

24 秋田西中学校 校舎1 1980 1,876 RC 80年以上 C C C B B B B B B 36 144 180

25 秋田南中学校 武道場 1968 817 S 60年 B B B B 48 131 179

26 旭川小学校 校舎１ 1971 467 Ｗ 40年 B B C B 45 133 178

27 河辺小学校 体育館 1974 988 S造 60年 B B B B B D D D A A 42 136 178

28 外旭川小学校 校舎１ 1977 1,820 RC 80年以上 C B C 39 138 177

29 秋田南中学校 校舎1 1977 2,241 RC 80年以上 D C D B B 39 138 177

30 秋田西中学校 校舎3 1981 1,792 RC 80年以上 C C C B B B B B B 35 142 177

31 旭川小学校 屋体棟 1979 1,741 S 60年 B D D B 37 139 176

32 下新城小学校 校舎棟 1979 2,465 RC 80年以上 D C D C C 37 139 176

33 旭川小学校 校舎２ 1975 2,652 ＲＣ 80年以上 A D C B 41 132 173

34 秋田西中学校 校舎2 1980 1,471 RC 80年以上 B C C B B B B B B 36 136 172

35 秋田東中学校 屋体棟 1976 2,305 RC、S 80年以上 B A B C C C C A 40 132 172

36 大住小学校 校舎2 1981 2,216 RC 80年以上 D B D B 35 135 170

37 城南中学校 校舎1 1978 1,854 RC 80年以上 B B B B B B B D B 38 131 169

38 八橋小学校 校舎３ 1974 2,231 RC 60年未満 C A C B 42 127 169

39 下浜小学校 校舎1 1978 1,753 ＲＣ 60年未満 B B B B B B B B 38 130 168

40 金足西小学校 校舎1 1978 2,051 RC 80年以上 C C D B B 38 130 168

41 金足西小学校 校舎2 1978 1,103 RC 80年以上 C C D B B 38 130 168

42 仁井田小学校 校舎3 1980 1,279 RC 60年未満 D D C B B 36 132 168

43 明徳小学校 校舎 1981 5,312 RC 80年以上 D B D B 35 133 168

44 豊岩小学校 屋体棟 1977 677 S 60年 A C C 39 128 167

45 飯島南小学校 屋体棟 1985 986 S 60年 B D C A A A A A 31 136 167

46 飯島小学校 校舎1 1971 1,583 RC 80年以上 B B B B B 45 120 165

47 仁井田小学校 校舎1 1975 906 S造 60年 C B C B B 41 124 165

48 将軍野中学校 校舎1 1981 3,406 RC 80年以上 D B D B D 35 127 162

49 外旭川中学校 校舎1 1982 4,087 RC 80年以上 A D C 34 128 162

50 日新小学校 屋体棟 1974 868 S 60年 B B B B 42 119 161

51 東小学校 給食棟 1977 508 RC 80年以上 A C A B B B B B 39 122 161

52 大住小学校 校舎1 1979 2,677 RC 80年以上 C B C B 37 124 161

53 八橋小学校 校舎１ 1972 1,815 RC 80年以上 B A B B 44 116 160

54 仁井田小学校 校舎2 1977 1,287 S造 60年 C B C B B 39 120 159

55 港北小学校 校舎3 1980 2,310 RC 80年以上 C B B 36 122 158

56 城東中学校 校舎１ 1978 5,652 RC 80年以上 A A C B B B B B 38 120 158

57 上新城小学校 校舎棟 1980 1,964 RC 80年以上 C C C B C 36 122 158

58 将軍野中学校 校舎2 1982 1,910 RC 80年以上 D B D B B 34 122 156

59 外旭川小学校 屋体棟 1981 1,073 S 60年 A C C 35 120 155

60 四ツ小屋小学
校

校舎1 1982 3,343 RC 80年以上 C C C B C A A A A A 34 121 155

61 飯島小学校 校舎3 1975 2,550 RC 60年未満 B B B B C 41 114 155

62 東小学校 校舎1 1976 2,267 RC 80年以上 A B A B B B B B 40 114 154

63 八橋小学校 屋体棟 1974 933 S 60年 B A B B 42 112 154

64 飯島小学校 校舎2 1975 1,910 RC 80年以上 B B B B B 41 112 153
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(１) 調査・評価方法 

                    

定期的な点検・診断の実施 

  写真台帳 

問診票  

自主点検シート 

• 屋根・屋上 
• 外壁 
• 外部開口部 
• 内部仕上げ 
• 設備 等 

写真 

写真 

写真 

技術者による現地調査 

現地調査票 

専門家が現地調査を行い、各部の仕様及
び劣化状況を把握（12条点検に準じる） 

仕様 劣化 写真 

建物概要 

一級建築士な
どの専門家 

施設管理者が日常的な使用で問
題のある箇所を報告 

内部 

電気設備 

給排水設備 

空調設備 

その他設備 

0.25 

0.25 外構 

屋上・屋根 

外壁 

外部開口部 

1.00 

1.00 

0.50 

1.00 躯体 

0.50 

0.25 

0.50 

0.25 

その他外部 0.25 

評価 評価基準 

概ね良好 Ａ 

局所、部分的に劣化が見られ、安全

上、機能上、問題なし 
Ｂ 

随所、広範囲に劣化が見られ、安全

上、機能上、低下の兆しが見られる 
Ｃ 

劣化の程度が大きく、安全上、機能上

に問題があり、早急に対応する必要が

ある 

Ｄ 

建築評価基準 

内部 

電気設備 

給排水設備 

空調設備 

その他設備 

外構 

屋上・屋根 

外壁 

外部開口部 

その他外部 

10の部位で評価 

 躯体以外（建物の仕上げ、設備

等）の劣化状況を把握し、長寿命

化改修に必要なコストと、保全の

優先順位を設定する。 

カルテ 

総合劣化度 ＝ 

総和(各部の劣化状況評価点× 

   部位の重要度係数) 

評価の対象部位数 

＋ 経過年数指標 

評価点 

10点 

40点 

70点 

100点 

③劣化優先順位（総合劣化度） 

内部

電気設備

給排水設備

空調設備

その他設備

0.25

0.25外構

屋上・屋根

外壁

外部開口部

1.00

1.00

0.50

0.50

0.25

0.50

0.25

その他外部 0.25

評価 評価基準

概ね良好Ａ

局所、部分的に劣化が見られ、安全

上、機能上、問題なし
Ｂ

随所、広範囲に劣化が見られ、安全

上、機能上、低下の兆しが見られる
Ｃ

劣化の程度が大きく、安全上、機能上

に問題があり、早急に対応する必要が

ある

Ｄ

10の部位で評価

総合劣化度 ＝

総和(各部の劣化状況評価点×

部位の重要度係数)

評価の対象部位数

＋経過年数指標

評価点

10点

40点

70点

100点

内部

電気設備

給排水設備

空調設備

その他設備

0.25

0.25外構

屋上・屋根

外壁

外部開口部

1.00

1.00

0.50

0.50

0.25

0.50

0.25

その他外部 0.25

評価 評価基準

概ね良好Ａ

局所、部分的に劣化が見られ、安全

上、機能上、問題なし
Ｂ

随所、広範囲に劣化が見られ、安全

上、機能上、低下の兆しが見られる
Ｃ

劣化の程度が大きく、安全上、機能上

に問題があり、早急に対応する必要が

ある

Ｄ

10の部位で評価

総合劣化度 ＝

総和(各部の劣化状況評価点×

部位の重要度係数)

評価の対象部位数

＋経過年数指標

評価点

10点

40点

70点

100点

 棟別総合劣化度 

総合劣化度算出方法 

部位別評価基準と評価点 

劣化状況の調査方法 

施設カルテ 

施設 棟
和
暦

1 旭南小学校 校舎2 S43 2,494 RC 80年以上 B D C C D D D D A 48 188 236

2
河辺学校給食セ
ンター

河辺学校給食セン
ター

S47 368 S造 60年 D D C C C C D C D D 44 183 227

3 河辺小学校 校舎3 S49 1,517 RC 80年以上 D D D B D D D D A A 42 175 217

4 土崎小学校 校舎2 S43 1,660 RC 80年以上 B C B D D D A A 48 168 216

5 築山小学校 校舎1 S45 1,597 RC 80年以上 C B C A D D D D A 46 169 215

6 土崎小学校 屋体棟 S44 891 S 60年 B C B D D D A A 47 166 213

7 土崎小学校 校舎1 S45 2,733 RC 80年以上 B C B D D D A A 46 164 210

8 旭南小学校 校舎1 S42 1,843 RC 80年以上 B B B B C D D D D A 49 160 209

9 築山小学校 校舎2 S46 2,452 RC,S 80年以上 C A C B D D D D A 45 163 208

10 築山小学校 体育館・特別教室 S58 1,653 RC,S 80年以上 D D D A D D D D A 33 173 206

11 築山小学校 校舎3 S46 1,526 RC,S 60年未満 B B C A D D D D A 45 159 204

12 豊岩中学校 校舎1、屋体 S53 1,700 RC 80年以上 C D D 38 166 204

13 河辺小学校 校舎1 S49 1,423 RC 80年以上 C C D B B D D D A A 42 160 202

14 河辺小学校 校舎2 S49 1,377 RC 80年以上 C C C C C D D D A A 42 158 200

15 中通小学校 屋体棟 S44 902 S 60年 C C C B 47 152 199

16 東小学校 校舎2 S53 2,573 RC 80年以上 D A D B B B B B 38 160 198

17 秋田東中学校 校舎1 S50 4,051 RC 80年以上 C B B C C C C A 41 154 195

18 秋田南中学校 校舎2 S53 2,848 RC 80年以上 D D D B 38 156 194

19 豊岩小学校 校舎 S54 1,743 RC 80年以上 D B D 37 154 191

20 日新小学校 校舎1 S47 5,957 RC 80年以上 D B D B C 44 144 188

21 港北小学校 校舎1 S54 1,971 RC 80年以上 D A D 37 144 181

22 港北小学校 校舎2 S54 1,442 RC 80年以上 D A D 37 144 181

23 外旭川小学校 校舎２ S54 3,744 RC 80年以上 D A D 37 144 181

24 秋田西中学校 校舎1 S55 1,876 RC 80年以上 C C C B B B B B B 36 144 180

25 秋田南中学校 武道場 S43 817 S 60年 B B B B 48 131 179

26 旭川小学校 校舎１ S46 467 Ｗ 40年 B B C B 45 133 178
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施設 棟
和
暦

1 旭南小学校 校舎2 S43 2,494 RC 80年以上 B D C C D D D D A 48 188 236

2
河辺学校給食セ
ンター

河辺学校給食セン
ター

S47 368 S 60年 D D C C C C D C D D 44 183 227

3 河辺小学校 校舎3 S49 1,517 RC 80年以上 D D D B D D D D A A 42 175 217

4 土崎小学校 校舎2 S43 1,660 RC 80年以上 B C B D D D A A 48 168 216

5 築山小学校 校舎1 S45 1,597 RC 80年以上 C B C A D D D D A 46 169 215

6 土崎小学校 体育館 S44 891 S 60年 B C B D D D A A 47 166 213

7 土崎小学校 校舎1 S45 2,733 RC 80年以上 B C B D D D A A 46 164 210

8 旭南小学校 校舎1 S42 1,843 RC 80年以上 B B B B C D D D D A 49 160 209

9 築山小学校 校舎2 S46 2,452 RC,S 80年以上 C A C B D D D D A 45 163 208

10 築山小学校 校舎1、体育館 S58 1,653 RC,S 80年以上 D D D A D D D D A 33 173 206

11 築山小学校 校舎3 S46 1,526 RC,S 60年未満 B B C A D D D D A 45 159 204

12 豊岩中学校 校舎1、体育館 S53 1,700 RC 80年以上 C D D 38 166 204

13 河辺小学校 校舎1 S49 1,423 RC 80年以上 C C D B B D D D A A 42 160 202

14 河辺小学校 校舎2 S49 1,377 RC 80年以上 C C C C C D D D A A 42 158 200

15 中通小学校 体育館 S44 902 S 60年 C C C B 47 152 199

16 東小学校 校舎2 S53 2,573 RC 80年以上 D A D B B B B B 38 160 198

17 秋田東中学校 校舎1 S50 4,051 RC 80年以上 C B B C C C C A 41 154 195

18 秋田南中学校 校舎2 S53 2,848 RC 80年以上 D D D B 38 156 194

19 豊岩小学校 校舎 S54 1,743 RC 80年以上 D B D 37 154 191

20 日新小学校 校舎1 S47 5,957 RC 80年以上 D B D B C 44 144 188

21 港北小学校 校舎1 S54 1,971 RC 80年以上 D A D 37 144 181
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屋
上

外
部
開
口
部

外
部
そ
の
他

外
構

内
部

電
気
設
備

外
壁

総
合
劣
化
度

現
況
劣
化
度

排
水
設
備

空
調
設
備

そ
の
他
設
備

経
過
年
数

延
床
面
積

構
造

優
先
順
位

名称

建
設
年
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0 5 10 15 20

築10年未満 

築10年以上 

築20年以上 

築30年以上 

築40年以上 

0 5 10 15 20

築10年未満 

築10年以上 

築20年以上 

築30年以上 

築40年以上 

(3) 部位別劣化状況 

 躯体の健全性に対する影響が大きい屋根、外壁とも築30年を経過するとＤ評価が、20年を経

過するとＣ評価が多く発生するようになる。築30年前を目途に屋上、外壁の改修が必要となる。 

体
育
館 

秋田南中（建築後37年） 
保護ｺﾝｸﾘｰﾄの劣化と雨漏り 

校
舎 

屋上・屋根 外壁 

 将軍野中 (建築後34年) 
 爆裂、浮き、はく落 

 泉中（建築後34年） 
 屋根鉄板のさび 

 旭川小（建築後36年） 
 外壁縦筋爆裂が発生 

(万㎡) 

 校舎では屋上の雨漏り、保護コンクリートの劣化、防水の破れ、外壁では躯体の爆裂、浮き、

はく落が発生している。また、体育館では屋根のカラー鋼板の腐食、さびが発生している。これ

らは、躯体の健全性に影響するため、早急な対策が必要となる。 

(万㎡) 

 外壁の劣化状況 

B C 

C B 

B A 

A 

B C 

C B 

B 

B 

B 

B C 

A 

A 

A 

C 

D D A 

C評価 D評価 

土崎小（建築後45年） 
防水シートの浮き、はがれ 

外旭川中（建築後33年） 
防水シートの破れ、膨れ 

河辺小（建築後41年） 
防水シートの膨れ、はがれ 

 仁井田小(建築後38年) 
 亀裂、吹付け材のはがれ 

中通小（建築後46年） 
屋根鉄板端末の腐食 

土崎南小（建築後28年） 
屋根鉄板の腐食 

高清水小（建築後27年） 
屋根鉄板全体にさび 

 土崎南小（建築後28年） 
 柱型・壁面の亀裂 

D 

 築30年を超えるとＤ評
価が目立ってくる 

体育館 

秋田南中（建築後37年） 
保護ｺﾝｸﾘｰﾄの劣化と雨漏り 

校舎 

屋
上
・
屋
根 

外
壁 

 将軍野中 (建築後34年) 
 爆裂、浮き、はく落 

 泉中（建築後34年） 
 屋根鉄板の腐食 

 旭川小（建築後36年） 
 外壁縦筋爆裂が発生 

C評価 D評価 C評価 D評価 

土崎小（建築後45年） 
防水シートの浮き、はがれ 

外旭川中（建築後33年） 
防水シートの破れ、膨れ 

河辺小（建築後41年） 
防水シートの膨れ、はがれ 

 仁井田小(建築後38年) 
 亀裂、吹付け材の劣化 

中通小（建築後46年） 
屋根鉄板端末の腐食 

土崎南小（建築後28年） 
屋根鉄板の腐食 

高清水小（建築後27年） 
屋根鉄板全体に錆 

 土崎南小（建築後28年） 
 柱型・壁面の亀裂 

屋上・屋根の劣化状況 

D 

D 

亀裂 

はがれ 
浮き 

爆裂 

 築30年を超えると屋上、外壁とも
Ｄ評価が目立ってくる 

C評価 D評価 
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建物別
期待出来る使用年数

計
60年未満 60～80年 80年以上

小学校 ８ ２ 38 48

中学校 １ ０ 11 12

9

（15％）

10

（ 3％）

49

（ 82％）
60

耐震診断時のデータを活用した評価

新耐震
基準の
建物

築後35～40年（長寿命化改修を実施する前）に
構造躯体健全性調査を実施

さらに
４０年以上使用

中性化深さ

長寿命化改修

直近で
建替え検討

残り20年以上
40年未満

残り40年
以上

残り20年
未満

対策可能性

残り２０年
程度使用

圧縮強度

鉄筋腐食度

強度不足

腐食あり
１

２

３

不可 中規模修繕

可能

中性化対策

  ４．構造躯体の健全性 

(１) 耐震診断の評価結果 

さらに４０年 
以上使用 

中性化深さ  

 長寿命化改修 

  

工事内容検討 工事内容検討 工事内容検討 

 中規模修繕 
（中性化対策含む） 

中規模修繕 

直近で 
建替え検討 

残り20年以上 
40年未満 

残り40年以上 

残り20年 
未満 

対策可能性 

残り２０年 
程度使用 

圧縮強度 

鉄筋腐食度 

強度不足 

腐食あり １ 

２ 

３ 

築後35～40年（長寿命化改修を実施する前）に 
構造躯体健全性調査を実施 

① 鉄筋の腐食度

鉄筋腐食度を浮き錆の状態や範囲等で４段階で評価する。

② コンクリート圧縮強度

コンクリート圧縮強度が設計基準強度を満たしているかを判別する。

③ コンクリート中性化深さ

中性化の理論式より中性化係数を求め、これと鉄筋かぶり厚さの最小値から残りの使用年数を算定する。

１

２

３

 建物の耐用年数を80年に長寿命化し

て使用するためには、建物の構造躯体

（コンクリートの柱、梁、床版等）の

健全性を確認する必要がある。 

 耐震診断の躯体の健全性調査の結果、

診断を実施した小中学校全体の60棟の

うち、49棟（約80％）が80年以上建

物の使用が期待できる評価となった。 

 今後、築35年程度を迎える建

物は、長寿命化改修に先立って構

造躯体の健全性調査を実施し、長

寿命化の可否と工事内容を検討す

る必要がある。  

 評価の結果、躯体の耐用年数が

残り40年以上の場合は、長寿命

化改修を実施して更に40年使用

する。残り20年以上40年未満の

場合は、中規模改修を実施して残

り20年程度使用する。長寿命化

できない場合は、直近で建替えの

検討を行うこととする。  

80％の長寿命化が可能 

建物別 
期待出来る使用年数 

６０年未満 ６０～８０年 ８０年以上 

小学校 
８棟 

（16.7％） 

２棟 

（ 4.2％） 

38棟 

（79.2％） 

中学校 
１棟 

（8.3％） 

０棟 

（ ０％） 

11棟 

（91.7％） 

耐震診断時のデータを活用した評価 

(２) 長寿命化のために今後必要な調査フロー 

不可 

良好 

可 

 躯体の健全性評価方法 

  ５．施設関連経費の状況 

  平成22～26年度の5年間の

学校施設の施設関連経費は、約

10億～23億円で、5年間の平均

は約17億円/年となる。今後築

30年以上を迎える老朽化施設へ

の対応がピークを迎えることから、

当面整備に必要な投資的経費とし

て17億円/年を設定する。  

23  
18  

22  

12  10  

0

5

10

15

20

25

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

17億円/年 
22.9億円 

（億円） 

18.3億円 

22.2億円 

11.8億円 

10.1億円 

減少傾向 

1  1  2  2  2  
0  

2  
1  

2  

4  

6  
8  

0  

0  

0  
14  

8  

11  1  1  

0

5

10

15

20

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

修繕 グラウンド・外構造 改修 耐震改修 建替え・新築・増築 

建替え 

（百万円） 

耐震改修 

改修 

グラウンド
改修 

修繕 

建替えから改修へのシフト 

建替え 建替え 

長寿命化不可 長寿命化可能 

不可 

築後35～40年の建築物について構造躯体
健全性調査を実施する必要がある 

建物別 棟合計
期待出来る使用年数

６０年未満 ６０～８０年 ８０年以上

小学校 4８棟
８棟

（16.7％）

２棟

（ 4.2％）

38棟

（79.2％）

中学校 12棟
１棟

（8.3％）

０棟

（ ０％）

11棟

（91.7％）

新耐震基準の
建物 

耐震診断時の
データのない

建物 

築後35～40年（長寿命化改修を実施する前）に 
構造躯体健全性調査を実施 

建物別 
期待出来る使用年数 

計 
60年未満 60～80年 80年以上 

小学校 ８ ２ 38 48 

中学校 １ ０ 11 12 

9 

（15％） 

10 

（ 3％） 

49 

（ 82％） 
60 

長寿命化 
不可 

耐震診断時のデータを活用した評価 

新耐震 

基準の 

建物 

長寿命化 
可能 

耐震 

診断 

未実施 

建物 

さらに 
４０年以上使用 

中性化深さ  

 長寿命化改修 

  

直近で 
建替え検討 

残り20年以上 
40年未満 

残り40年 
以上 

残り20年 
未満 

対策可能性 

残り２０年 
程度使用 

圧縮強度 

鉄筋腐食度 

強度不足 

腐食あり 
１ 

２ 

３ 

不可 中規模修繕 

可能 

中性化対策 

耐震診断時のデータを活用した評価
の結果長寿命化できる建物が８０％ 

目標耐用年数に応じた修繕改修を実施 
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  ６．今後かかる維持・更新コスト 

（１）従来の修繕・改修と維持・更新コスト 

①従来の修繕・改修 

②従来の修繕・改修を続けた場合の維持・更新コスト 

 従来、秋田市の学校施設は、平均築28年目で屋上防水や外壁等の大規模改造を実施し、平均

築42年目で建替えている。これまで昭和57年以前（築後34年経過）に建設された学校は、大

規模改造を実施しており、今後は、それ以降の学校の大規模改造を実施する。ただし、大規模改

造を実施した学校でも、予算等の関係から学校内の全ての建物、部位に修繕を実施できなかった

ために、劣化が進んでいる建物が残っている。 

 

 40年で建替える従来の修繕・改修を今後も続けた場合、今後40年間のコストは2,035億円

（51億円/年）かかる。これは、直近5年間の投資的経費17億円/年を3倍上回る。また、平成

28～37年度の10年間では、建替えが集中するため投資的経費の5倍のコストがかかる。 

 従来の建替え中心の整備を継続することは不可能と言え、対応策を検討する必要がある。 

従
来
の
保
全
状
況 

20 

80 

42年 

経年による機能・性能の劣化 

60 

劣化度 

竣工 

建替え 

機能回復中心の事後保全 
建物全体でなく部分的な修繕 

• 屋上防水 ・外壁改修 
• 耐震改修 ・トイレ改修 
• 空調改修 ・グラウンド改修 等 
 

 

28年 

0

20

40

60

80

100

120

平
成

2
2

23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67
（億円）

（年度）

維持管理（緊急修繕） グラウンド プール 投資的経費（既存更新分）
大規模改修 大規模改修（積み残し） 建替え 建替え（積み残し）
維持補修費（維持管理分） 投資的経費（新規整備分） 投資的経費（用地取得分） 投資的経費の平均
40年平均更新費用

建替え

投資的経費

大規模改修

10年間の
投資的経費
83億円/年

10年間の
投資的経費
34億円/年

10年間の
投資的経費
61億円/年

10年間の
投資的経費
26億円/年

②年平均更新費用

51億円/年

③5年間の

投資的経費
17億円/年

3倍

建替え（積み残し）

5倍

①今後40年間の更新費用
2,035億円

経常修繕 経常修繕 経常修繕

④直近10年間

83億円/年

秋田市の単価に合わせ、耐用年数を診断結果に合わせたコスト

建替え中心 大規模改修中心
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(２) 長寿命化による修繕・改修と維持・更新コスト 

 長寿命化により80年に建物を長寿命化した場合、今後40年間の維持・更新コストは総額約

1,236億円（31億円/年）となり、従来の建替え中心の場合の2,035億円（51億円/年）より

総額799億円（20億円/年）、約40％の縮減となる。ただし、投資的経費17億円に対してま

だ1.9倍のコストがかかるため、長寿命化だけでは今後の財政に対応できない状況である。 

①長寿命化による修繕・改修 

 建替え中心から改修による長寿命化に切り替えていくためには、計画的に機能向上と機能回復

に向けた修繕・改修を建物全体でまとめて実施する必要がある。 

②長寿命化による維持・更新コスト 

年 
20 80 40 60 竣工 

解体 

■築40年目に長寿命化改修、中間年で中規模改修を行い、機能向上を図る。 

長
寿
命
化
の
パ
タ
ー
ン 機能向上 

（長寿命化改修） 
機能回復 

（中規模修繕） 
機能回復 

（中規模修繕） 

• 屋上防水改修 
• 外壁改修 
• 設備機器更新 
• 劣化の著しい部位の修繕 
• 故障・不具合修繕 

 

• 防水改修（断熱化） 
• 外壁改修 ・開口部改修 
• 内部改修（床・壁・天井） 
• 設備改修 ・プール改修 
• グラウンド改修 等 

参考：工事内容 

経年による機能・性能の劣化 

築40年目 
長寿命化改修 

築60年目 
中規模修繕 

築20年目 
中規模修繕 

• 屋上防水改修 
• 外壁改修 
• 設備機器更新 
• 劣化の著しい部位の修繕 
• 故障・不具合修繕 

 

・学校施設を築40年で建替える場合、今後40年間の維持・更新コストは2,035億円（51億円

/年）かかる。 

・H22～H26年までの直近5年間の施設関連経費は年平均17億円。施設関連経費に対し毎年3

倍の維持・更新コストがかかる。 

・直近10年は、築40年を迎える建物の建替えが集中し、投資的経費の5倍のコストがかかる。 

長寿命化が可能 

①長寿命化すると総額1,236億円（31
億円/年）となる。 

②従来の建替え中心より20億円/年
（40％）削減される。 

③長寿命化しても投資的経費の1.9倍のコスト
がかかる。長寿命化だけでは対応できない 
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④長寿命化しても投資的経費の1.9倍のコストがかかり、長寿命化だけでは対応できない。
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0
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1
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6

6
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経常修繕費 グラウンド プール

長寿命化修繕 中規模修繕（20年目） 中規模修繕（60年目）

（億円）

10年間の
投資的経費
38億円/年

10年間の
投資的経費
24億円/年

10年間の
投資的経費
35億円/年

10年間の
投資的経費
26億円/年

1.9倍

②長寿命化した場合

の更新費用
31億円/年

投資的経費
17億円/年

建替え

大規模改修

経常修繕 経常修繕 経常修繕

長寿命化の効果

中規模改修（20年目） 中規模改修
（60年目）

（億円）

①長寿命化した場合
1,236億円

③従来の建替え中

心より20億円/年
（40％）削減。

建替え

大規模改修中心
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その他経費 経常修繕 グラウンド プール 解体 部位改修 中規模改修（20年目） 長寿命化改修 中規模改修（60年目） 建替え 投資的経費

（億円）

0

10

20

30

40

50

60

H
2

2
年 2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

（億円）

0

10

20

30

40

50

60

H
2
2
年 2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

（億円）

0

10

20

30

40

50

60

H
2
2
年 2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

（億円）

0

10

20

30

40

50

60

H
2

2
年 2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

（億円）

0

10

20

30

40

50

60

H
2
2
年 2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

（億円）

0

10

20

30

40

50

60

H
2

2
年 2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

（億円）

  ７．中長期保全計画の策定 
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平
成

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67

経常修繕 プール グラウンド
部位修繕 中規模修繕（20年目） 長寿命化修繕
中規模修繕（60年目） 建替え 投資的経費

（億円）

将来投資的経費 
33億円/年 

長寿命化 
改修 

中規模改修（20年目） 

建替え 

部位改修 
・Ｄ評価修繕 
・施策対応 
・設備等更新 
 

経常修繕 

過去5年間
の投資的 
経費 

17億円/年 

1.9倍 

②今後40年間の更新費用 
1,236億円 

劣化状況を加味した 
年平均投資的経費 

31億円/年 

④今後５年間 
17億円/年 

６年目以降 
33億円/年 

③6年目以降の
35年間 

33億円/年 

将来投資的経費 
33億円/年 

将来投資的経費 
33億円/年 

 中長期保全計画は、躯体の健全性や劣化状況等の実態把握からコストを積み上げ40年間と今後５年間の整

備計画を策定する。 

 40年間の計画は、長寿命化による維持・更新コストの総額1,236億円を平準化する。今後5年間（平成

28～32年度）を、これまでの投資的経費17億円/年に抑えた場合、その後平成33年度以降の35年間は33

億円/年となる。また、今後20年間は長寿命化改修が中心となり、その後の後半20年間は建替えが中心の整

備となる。  

⑤今後20年間は長寿命化改修が中心 

中規模修繕（60年目） 

建替え 

 中長期保全計画は、躯体の健全性や劣化状況等の実態把握からコストを積み上げ40年間と今

後５年間の整備計画を策定する。 

 40年間の計画は、長寿命化による維持・更新コストの総額1,236億円を平準化する。建物

の総合劣化度とD評価修繕を優先し、今後5年間（平成28～32年度）を、これまでの投資的経

費17億円/年に抑えた場合、その後平成33年度以降の35年間は33億円/年となる。 

 また、直近20年間は長寿命化改修が、その後の平成47年以降の後半20年は建替えと改修の

併用型の整備となる。  
①躯体の健全性、劣化状況等の実態把握から積み上げたコスト 

⑥その次の20年間は建替えが中心  今後40年間の維持・更新コスト内訳 

 今後40年間のコストの内訳は、直近20年は長寿命化改修、その後の20年は建替えが中心となる。 

H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年 H35年 H36年 H37年 H38年 H39年 H40年 H41年 H42年 H43年 H44年 H45年 H46年 H47年 H48年 H49年 H50年 H51年 H52年 H53年 H54年 H55年 H56年 H57年 H58年 H59年 H60年 H61年 H62年 H63年 H64年 H65年 H66年 H67年 計

建替え 42 0 0 0 0 0 47 47 47 0 0 0 87 278 278 344 153 351 774 1,540 1,456 1,189 939 1,547 1,689 2,006 1,842 1,633 877 498 388 598 1,148 1,185 1,790 1,610 2,408 1,566 1,642 1,858 31,857

中規模改修（60年目） 0 0 0 0 0 757 401 846 408 92 119 1,047 71 267 461 480 578 160 435 361 191 129 1,702 847 1,219 926 1,015 296 490 306 1,303 2,217 1,063 674 33 764 534 264 359 487 21,303

長寿命化改修 299 688 734 720 661 1,708 2,316 1,357 1,200 1,913 2,190 1,688 2,078 1,897 2,048 1,693 922 1,410 1,792 807 1,106 1,106 0 0 0 0 0 990 1,767 1,764 986 36 409 1,015 756 183 207 712 1,237 663 41,059

中規模改修（20年目） 0 0 0 0 0 40 0 347 917 261 451 118 348 271 210 207 1,132 1,045 0 0 0 232 94 432 0 0 80 0 0 0 0 0 74 161 0 130 0 169 0 0 6,719

部位改修 630 430 370 390 450 153 0 343 309 434 11 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,567

プール 170 0 0 0 0 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 4,020

グラウンド 74 100 100 100 100 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 5,724

設計等その他経費 359 320 320 300 300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,599

経常修繕 151 204 204 204 204 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 7,967

合計 1,725 1,742 1,728 1,714 1,715 3,119 3,224 3,400 3,341 3,160 3,231 3,312 3,092 3,173 3,457 3,184 3,244 3,426 3,461 3,169 3,214 3,117 3,195 3,286 3,368 3,392 3,398 3,379 3,595 3,028 3,137 3,311 3,155 3,496 3,039 3,147 3,609 3,170 3,697 3,467 123,815

5年平均 1,725 3,249 3,253 3,297 3,236 3,358 3,228 3,418 －

10年平均 2,487 3,275 3,297 3,323 －

H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年 H35年 H36年 H37年 H38年 H39年 H40年 H41年 H42年 H43年 H44年 H45年 H46年 H47年 H48年 H49年 H50年 H51年 H52年 H53年 H54年 H55年 H56年 H57年 H58年 H59年 H60年 H61年 H62年 H63年 H64年 H65年 H66年 H67年 計

建替え 42 0 0 0 0 0 47 47 47 0 0 0 87 278 278 344 153 351 774 1,540 1,456 1,189 939 1,547 1,689 2,006 1,842 1,633 877 498 388 598 1,148 1,185 1,790 1,610 2,408 1,566 1,642 1,858 31,857

中規模改修（60年目） 0 0 0 0 0 757 401 846 408 92 119 1,047 71 267 461 480 578 160 435 361 191 129 1,702 847 1,219 926 1,015 296 490 306 1,303 2,217 1,063 674 33 764 534 264 359 487 21,303

長寿命化改修 299 682 745 721 685 1,708 2,316 1,357 1,200 1,913 2,190 1,688 2,078 1,897 2,048 1,693 922 1,410 1,792 807 1,106 1,106 0 0 0 0 0 990 1,767 1,764 986 36 409 1,015 756 183 207 712 1,237 663 41,089

中規模改修（20年目） 0 0 0 0 0 40 0 347 917 261 451 118 348 271 210 207 1,132 1,045 0 0 0 232 94 432 0 0 80 0 0 0 0 0 74 161 0 130 0 169 0 0 6,719

部位改修 630 430 360 400 450 153 0 343 309 434 11 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,567

プール 170 0 0 0 0 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 4,020

グラウンド 74 100 100 100 100 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 5,724

設計等その他経費 345 330 320 300 300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,595

経常修繕 151 204 204 204 204 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 7,967

合計 1,711 1,746 1,729 1,725 1,739 3,119 3,224 3,400 3,341 3,160 3,231 3,312 3,092 3,173 3,457 3,184 3,244 3,426 3,461 3,169 3,214 3,117 3,195 3,286 3,368 3,392 3,398 3,379 3,595 3,028 3,137 3,311 3,155 3,496 3,039 3,147 3,609 3,170 3,697 3,467 123,841

5年平均 1,730 3,249 3,253 3,297 3,236 3,358 3,228 3,418 －

10年平均 2,489 3,275 3,297 3,323 －

H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年 H35年 H36年 H37年 H38年 H39年 H40年 H41年 H42年 H43年 H44年 H45年 H46年 H47年 H48年 H49年 H50年 H51年 H52年 H53年 H54年 H55年 H56年 H57年 H58年 H59年 H60年 H61年 H62年 H63年 H64年 H65年 H66年 H67年 計

建替え 42 0 0 0 0 0 47 47 47 0 0 0 87 278 278 344 153 351 774 1,540 1,456 1,189 939 1,547 1,689 2,006 1,842 1,633 877 498 388 598 1,148 1,185 1,790 1,610 2,408 1,566 1,642 1,633 31,632

中規模改修（60年目） 0 0 0 0 0 757 401 846 408 92 119 1,047 71 267 461 480 578 160 435 361 191 129 1,702 847 1,219 926 1,015 296 490 306 1,303 2,217 1,063 674 33 764 534 264 359 487 21,303

長寿命化改修 299 682 745 721 685 1,708 2,316 1,357 1,200 1,913 2,190 1,688 2,078 1,897 2,048 1,693 922 1,410 1,792 807 1,106 1,106 0 0 0 0 0 990 1,767 1,764 986 36 409 1,015 756 183 207 712 1,237 663 41,089

中規模改修（20年目） 0 0 0 0 0 40 0 347 917 261 451 118 348 271 210 207 1,132 1,045 0 0 0 232 94 432 0 0 80 0 0 0 0 0 74 161 0 130 0 169 0 0 6,719

部位改修 630 410 280 400 450 153 0 343 309 434 11 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,467

プール 170 0 0 0 0 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 4,020

グラウンド 74 100 100 100 100 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 5,724

設計等その他経費 345 330 320 300 300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,595

経常修繕 151 204 204 204 204 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 7,967

合計 1,711 1,726 1,649 1,725 1,739 3,119 3,224 3,400 3,341 3,160 3,231 3,312 3,092 3,173 3,457 3,184 3,244 3,426 3,461 3,169 3,214 3,117 3,195 3,286 3,368 3,392 3,398 3,379 3,595 3,028 3,137 3,311 3,155 3,496 3,039 3,147 3,609 3,170 3,697 3,242 123,516

5年平均 1,710 3,249 3,253 3,297 3,236 3,358 3,228 3,373 －

10年平均 2,479 3,275 3,297 3,300 －

H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年 H35年 H36年 H37年 H38年 H39年 H40年 H41年 H42年 H43年 H44年 H45年 H46年 H47年 H48年 H49年 H50年 H51年 H52年 H53年 H54年 H55年 H56年 H57年 H58年 H59年 H60年 H61年 H62年 H63年 H64年 H65年 H66年 H67年 計

建替え 87 0 0 0 0 0 47 47 47 0 0 0 87 278 278 344 153 351 774 1,540 1,456 1,189 939 1,547 1,689 2,006 1,842 1,633 877 498 388 598 1,148 1,185 1,790 1,610 2,408 1,566 1,642 1,717 31,761

中規模改修（60年目） 0 0 0 0 0 757 401 846 408 92 119 1,047 71 267 461 480 578 160 435 361 191 129 1,702 847 1,219 926 1,015 296 490 306 1,303 2,217 1,063 674 33 764 534 264 359 487 21,303

長寿命化改修 299 682 745 721 685 1,708 2,316 1,357 1,200 1,913 2,190 1,688 2,078 1,897 2,048 1,693 922 1,410 1,792 807 1,106 1,106 0 0 0 0 0 990 1,767 1,764 986 36 409 1,015 756 183 207 712 1,237 663 41,089

中規模改修（20年目） 0 0 0 0 0 40 0 347 917 261 451 118 348 271 210 207 1,132 1,045 0 0 0 232 94 432 0 0 80 0 0 0 0 0 74 161 0 130 0 169 0 0 6,719

部位改修 630 410 380 380 430 153 0 343 309 434 11 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,527

プール 170 0 0 0 0 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 4,020

グラウンド 74 100 100 100 100 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 5,724

設計等その他経費 151 204 204 204 204 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 967

経常修繕 300 300 300 300 300 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 8,500

合計 1,710 1,696 1,729 1,705 1,719 3,119 3,224 3,400 3,341 3,160 3,231 3,312 3,092 3,173 3,457 3,184 3,244 3,426 3,461 3,169 3,214 3,117 3,195 3,286 3,368 3,392 3,398 3,379 3,595 3,028 3,137 3,311 3,155 3,496 3,039 3,147 3,609 3,170 3,697 3,326 123,609

5年平均 1,712 3,249 3,253 3,297 3,236 3,358 3,228 3,390 －

10年平均 2,480 3,275 3,297 3,309 －

H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年 H35年 H36年 H37年 H38年 H39年 H40年 H41年 H42年 H43年 H44年 H45年 H46年 H47年 H48年 H49年 H50年 H51年 H52年 H53年 H54年 H55年 H56年 H57年 H58年 H59年 H60年 H61年 H62年 H63年 H64年 H65年 H66年 H67年 計

建替え 42 0 0 0 0 0 47 47 47 0 0 0 87 278 278 344 153 351 774 1,540 1,456 1,189 939 1,547 1,689 2,006 1,842 1,633 877 498 388 598 1,148 1,185 1,790 1,610 2,408 1,566 1,642 1,680 31,679

中規模改修（60年目） 0 0 0 0 0 757 401 846 408 92 119 1,047 71 267 461 480 578 160 435 361 191 129 1,702 847 1,219 926 1,015 296 490 306 1,303 2,217 1,063 674 33 764 534 264 359 487 21,303

長寿命化改修 299 682 745 721 685 1,708 2,316 1,357 1,200 1,913 2,190 1,688 2,078 1,897 2,048 1,693 922 1,410 1,792 807 1,106 1,106 0 0 0 0 0 990 1,767 1,764 986 36 409 1,015 756 183 207 712 1,237 663 41,089

中規模改修（20年目） 0 0 0 0 0 40 0 347 917 261 451 118 348 271 210 207 1,132 1,045 0 0 0 232 94 432 0 0 80 0 0 0 0 0 74 161 0 130 0 169 0 0 6,719

部位改修 630 410 380 380 430 153 0 343 309 434 11 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,527

解体 45 30 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 95

プール 170 0 0 0 0 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 4,020

グラウンド 74 100 100 100 100 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 5,724

経常修繕 151 204 204 204 204 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 7,967

その他経費 300 300 300 300 300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,500

合計 1,710 1,726 1,749 1,705 1,719 3,119 3,224 3,400 3,341 3,160 3,231 3,312 3,092 3,173 3,457 3,184 3,244 3,426 3,461 3,169 3,214 3,117 3,195 3,286 3,368 3,392 3,398 3,379 3,595 3,028 3,137 3,311 3,155 3,496 3,039 3,147 3,609 3,170 3,697 3,289 123,622

5年平均 1,722 3,249 3,253 3,297 3,236 3,358 3,228 3,382 －

10年平均 2,485 3,275 3,297 3,305 －

（１）今後40年間の計画 
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（億円）

（年度） 

この部分の削減
が求められる 

将来投資的経費 
33億円/年 

将来投資的経費 
33億円/年 

建替え 

⑥その次の20年間は建替えが中心 

   

【課題】  

平成22～26年度の過去５年間の投資的経費17億円/年と比較すると1.9倍のコストが

必要となる。 

H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年 H35年 H36年 H37年 H38年 H39年 H40年 H41年 H42年 H43年 H44年 H45年 H46年 H47年 H48年 H49年 H50年 H51年 H52年 H53年 H54年 H55年 H56年 H57年 H58年 H59年 H60年 H61年 H62年 H63年 H64年 H65年 H66年 H67年 計

建替え 87 0 0 0 0 0 47 47 47 0 0 0 87 278 278 344 153 351 774 1,540 1,456 1,189 939 1,547 1,689 2,006 1,842 1,633 877 498 388 598 1,148 1,185 1,790 1,610 2,408 1,566 1,642 1,717 31,761

中規模改修（60年目） 0 0 0 0 0 757 401 846 408 92 119 1,047 71 267 461 480 578 160 435 361 191 129 1,702 847 1,219 926 1,015 296 490 306 1,303 2,217 1,063 674 33 764 534 264 359 487 21,303

長寿命化改修 299 682 745 721 685 1,708 2,316 1,357 1,200 1,913 2,190 1,688 2,078 1,897 2,048 1,693 922 1,410 1,792 807 1,106 1,106 0 0 0 0 0 990 1,767 1,764 986 36 409 1,015 756 183 207 712 1,237 663 41,089

中規模改修（20年目） 0 0 0 0 0 40 0 347 917 261 451 118 348 271 210 207 1,132 1,045 0 0 0 232 94 432 0 0 80 0 0 0 0 0 74 161 0 130 0 169 0 0 6,719

部位改修 630 410 380 380 430 153 0 343 309 434 11 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,527

プール 170 0 0 0 0 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 4,020

グラウンド 74 100 100 100 100 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 5,724

設計等その他経費 151 204 204 204 204 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 967

経常修繕 300 300 300 300 300 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 8,500

合計 1,710 1,696 1,729 1,705 1,719 3,119 3,224 3,400 3,341 3,160 3,231 3,312 3,092 3,173 3,457 3,184 3,244 3,426 3,461 3,169 3,214 3,117 3,195 3,286 3,368 3,392 3,398 3,379 3,595 3,028 3,137 3,311 3,155 3,496 3,039 3,147 3,609 3,170 3,697 3,326 123,609

5年平均 1,712 3,249 3,253 3,297 3,236 3,358 3,228 3,390 －

10年平均 2,480 3,275 3,297 3,309 －

②今後40年間の更新費用 
1,236億円 

H28年 H29年 H30年 H31年 H32年 H33年 H34年 H35年 H36年 H37年 H38年 H39年 H40年 H41年 H42年 H43年 H44年 H45年 H46年 H47年 H48年 H49年 H50年 H51年 H52年 H53年 H54年 H55年 H56年 H57年 H58年 H59年 H60年 H61年 H62年 H63年 H64年 H65年 H66年 H67年 計

建替え 42 0 0 0 0 0 47 47 47 0 0 0 87 278 278 344 153 351 774 1,540 1,456 1,189 939 1,547 1,689 2,006 1,842 1,633 877 498 388 598 1,148 1,185 1,790 1,610 2,408 1,566 1,642 1,680 31,679

中規模改修（60年目） 0 0 0 0 0 757 401 846 408 92 119 1,047 71 267 461 480 578 160 435 361 191 129 1,702 847 1,219 926 1,015 296 490 306 1,303 2,217 1,063 674 33 764 534 264 359 487 21,303

長寿命化改修 299 682 745 721 685 1,708 2,316 1,357 1,200 1,913 2,190 1,688 2,078 1,897 2,048 1,693 922 1,410 1,792 807 1,106 1,106 0 0 0 0 0 990 1,767 1,764 986 36 409 1,015 756 183 207 712 1,237 663 41,089

中規模改修（20年目） 0 0 0 0 0 40 0 347 917 261 451 118 348 271 210 207 1,132 1,045 0 0 0 232 94 432 0 0 80 0 0 0 0 0 74 161 0 130 0 169 0 0 6,719

部位改修 630 410 380 380 430 153 0 343 309 434 11 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,527

解体 45 30 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 95

プール 170 0 0 0 0 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110 4,020

グラウンド 74 100 100 100 100 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 5,724

経常修繕 151 204 204 204 204 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 7,967

その他経費 300 300 300 300 300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,500

合計 1,710 1,726 1,749 1,705 1,719 3,119 3,224 3,400 3,341 3,160 3,231 3,312 3,092 3,173 3,457 3,184 3,244 3,426 3,461 3,169 3,214 3,117 3,195 3,286 3,368 3,392 3,398 3,379 3,595 3,028 3,137 3,311 3,155 3,496 3,039 3,147 3,609 3,170 3,697 3,289 123,622

5年平均 1,722 3,249 3,253 3,297 3,236 3,358 3,228 3,382 －

10年平均 2,485 3,275 3,297 3,305 －
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1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,705,000 1,719,000

修繕費・その他経費

26％ 450,612 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 
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部位
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25％

長寿命化改修

18% 299,404 

長寿命化改修

40％ 682,000 
長寿命化改修

43％ 745,300 
長寿命化改修

42％ 721,000 
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40％ 685,000 
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D評価改修
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D評価改修
130,000 D評価改修

130,000
D評価改修

140,000

D評価改修
130,000

1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,725,000 1,739,000

修繕費・その他経費

26％ 450,612 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

グラウンド

4％ 73,500 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

プール

10％ 170,030 
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統合等

部位

改修

37％

部位

改修

25％

部位

改修

21％

部位

改修

23％

部位

改修

26％

長寿命化改修

18% 299,404 

長寿命化改修

39％ 682,000 
長寿命化改修

43％ 745,300 
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463,029

施策へ
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230,000

施策への対応
150,000

施策へ

の対応
190,000

施策へ

の対応
190,000

D評価改修
166,620

D評価改修
130,000 D評価改修

130,000
D評価改修

140,000

D評価改修
130,000

1,710,200 1,746,000 1,729,300 1,725,000 1,739,000

修繕費・その他経費

26％ 450,612 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

グラウンド

4％ 73,500 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

プール

10％ 170,030 

解体

解体 解体

統合等

部位

改修

37％

部位

改修

25％

部位

改修

21％

部位

改修

23％

部位

改修

26％

長寿命化改修

18% 299,404 

長寿命化改修

39％ 682,000 長寿命化改修

43％ 745,300 

長寿命化改修

18％ 316,600 

長寿命化改修

39％ 685,000 
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施策への対応
150,000

施策へ

の対応
190,000

施策へ

の対応
190,000

D評価改修
166,620

D評価改修
130,000 D評価改修

130,000

D評価改修
140,000

D評価改修
130,000

1,724,700 1,741,900 1,728,160 1,713,820 1,715,180

修繕費・その他経費

26％ 450,574 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

グラウンド

4％ 73,500 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

プール

10％ 170,030 

解体

解体 解体

統合等

部位

改修

37％

部位

改修

25％

部位

改修

21％

部位
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23％

部位

改修

26％

長寿命化改修

17% 299,404 

長寿命化改修

39％ 687,900 
長寿命化改修

42％ 734,160 
長寿命化改修

42％ 719,820 

長寿命化改修

39％ 661,180 
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150,000

施策へ

の対応
190,000

施策へ

の対応
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D評価改修
166,620

D評価改修
130,000 D評価改修

140,000

D評価改修
130,000

D評価改修
130,000

 予算配分の考え方としては、下に

示すコスト配分で設定する。なお、

経常修繕・その他経費を除く１２億

円（工事費）のうち、これまでの実

績から一般財源は、半分の６億円と

想定する。 

 また、財源については、国の補助

金や過疎対策事業債等の起債、公共

施設等整備基金など、適切かつ効果

的に活用し、財政負担を軽減する。 

1,724,700 1,739,460
1,762,380

1,720,740 1,745,450

修繕費・その他経費
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建替え

長寿命化改修

長寿命化改修 長寿命化改修 長寿命化改修 長寿命化改修

部位改修 部位改修
部位改修

部位改修
部位改修

修繕費・その他経費 修繕費・その他経費 修繕費・その他経費 修繕費・その他経費

修繕費・その他経費

プール

グラウンド
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施設へ
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1,711,040 1,732,620 1,725,900 1,730,360
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1,534,409

   

長寿命化改修 

   ① 長寿命化改修 

② 
D評価（早急な

対応が必要）改

修 

③ 
施策への対応 

④ 設備等の

大きなコストの

かかる更新サイ

クルへの対応 

整備内容 

躯体への影響を優先 

 

コスト配分の考え方 

屋根・屋上改修 

外壁改修 

エレベーター改修 

トイレ改修 

下水道直結改修 

非構造部材 

キュービクル 

ボイラー・送油管 

グラウンド 

部
位
改
修 

年３校ずつ実施 

Ｄ評価部位を５年間で解消 
 屋根・屋上改修 年２校 
 外壁改修    年４校 

劣
化
状
況 

優
先
順
位 

整
備
レ
ベ
ル 

維
持
管
理
レ
ベ
ル 

投資的経費 １７億円 

   ⑥ プール 

   ⑤ グラウンド 

     修繕費・その他経費 

(２)今後５年間の整備計画 

①今後５年間の整備内容 

 今後５年間の計画は、過去５年間

の投資的経費の平均１７億円／年で

平準化し、右に示す整備内容で設定

する。 

 整備基準としては、①長寿命化改

修は、構造躯体の健全性が良好な学

校とし、②部位別改修は、緊急性を

要する部位（学校）とし、適正配置

計画も見据えながら実施する。 

②今後５年間の予算配分 

（千円） 

学校施設の劣化状況等を踏まえて優先順位付けを行い、今後の整備計画を策定した。 

これまでの実績により設定 
 エレベーター等 年1校 
 トイレ     年２校 
 下水     年1～2校 

これまでの実績により設定 
 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ  年１校 
 ボイラー   年１校 

各校の小破修繕費、設計等の経費 

① 

コスト配分の考え方 

50
％ 

30
％ 

10
％ 

10
％ 

 年３校ずつ実施 

Ｄ評価の部を５年間で解消 
年５校ずつ実施 

これまでの実績により設定 

これまでの実績により設定 

各校の小破修繕費、設計等の経費 

年１校ずつ実施 

修繕費 500円/㎡ 

これまでの実績により設定 

① 長寿命化約40％ 

②～④ Ｄ評価改修を含
む部位改修約25％ 

⑤ グラウンド約5％ 

修繕等約30％ 

投資的経費17億円/年 

 今後5年間の整備内容 

更新サイ
クルへの
対応 

① 長寿命化改修

②
D評価（早急な

対応が必要）改

修

③
施策への対応

④ 設備等の

大きなコストの

かかる更新サイ

クルへの対応

整備内容

躯体への影響を優先

屋上・屋根改修

外壁改修

エレベーター改修

トイレ改修

下水道直結改修

非構造部材

キュービクル

ボイラー・送油管

部
位
改
修

年３校ずつ実施

Ｄ評価の部を５年間で解消
年５校ずつ実施
屋上・屋根改修 年２校
外壁 年４校

⑤ グラウンド

修繕費・その他経費

これまでの実績により設定
ＥＶ 年1校
トイレ 年２校
下水 年1～2校

これまでの実績により設定
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 年１校
ボイラー 年２校

年１校ずつ実施

修繕費 500円/㎡

これまでの実績により設定

① 長寿命化改修

②
D評価（早急な

対応が必要）改

修

③
施策への対応

④ 設備等の

大きなコストの

かかる更新サイ

クルへの対応

整備内容

躯体への影響を優先

屋上・屋根改修

外壁改修

エレベーター改修

トイレ改修

下水道直結改修

非構造部材

キュービクル

ボイラー・送油管

部
位
改
修

年３校ずつ実施

Ｄ評価の部を５年間で解消
年５校ずつ実施
屋上・屋根改修 年２校
外壁 年４校

⑤ グラウンド

修繕費・その他経費

これまでの実績により設定
ＥＶ 年1校
トイレ 年２校
下水 年1～2校

これまでの実績により設定
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 年１校
ボイラー 年１校

年１校ずつ実施

修繕費 500円/㎡

これまでの実績により設定

① 長寿命化改修

②
D評価（早急な

対応が必要）改

修

③
施策への対応

④ 設備等の

大きなコストの

かかる更新サイ

クルへの対応

整備内容

躯体への影響を優先

屋根・屋上改修

外壁改修

エレベーター改修

トイレ改修

下水道直結改修

非構造部材

キュービクル

ボイラー・送油管

部
位
改
修

年３校ずつ実施

Ｄ評価部位を５年間で解消
屋根・屋上改修 年２校
外壁改修 年４校

⑤ グラウンド

修繕費・その他経費

これまでの実績により設定
エレベーター等 年1校
トイレ 年２校
下水 年1～2校

これまでの実績により設定
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 年１校
ボイラー 年１校

年１校ずつ実施

修繕費 500円/㎡

これまでの実績により設定
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③今後5年間の整備計画 （千円） 

長寿命化改修は 
２年間で工事を実施 

H28 H29 H30 H31 H32

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 405,810

中通小 171,360 飯島南小 177,480

築山小 297,360 川尻小 182,160

泉中 208,740

仁井田小 181,980

大住小 333,000

四ツ小屋小 257,400

土崎南小 176,400

河辺小 225,540

豊岩中 298,800

計 299,404 677,460 772,380 700,740 765,450

屋根・屋上 下新城小 34,250 旭南小 15,000 仁井田小 15,000 日新小 15,000 土崎南小 15,000

泉小 15,000 旭川小 15,000 外旭川中 15,000 泉中 15,000 岩見三内中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 30,000 港北小 30,000 外旭川小 30,000 下新城小 30,000

旭南小 15,562 大住小 30,000 明徳小 30,000 金足西小 30,000 河辺中 30,000

港北小 23,290 泉小 30,000 将軍野中 30,000 日新小 30,000 城東中 30,000

外旭川小 23,528

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 30,000 岩見三内小 10,000 八橋小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 68,000 川尻小 68,000 外旭川小 68,000 明徳小 68,000

金足西小 68,111 太平小 68,000 港北小 68,000 飯島南小 68,000 仁井田小 68,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材 保戸野小ほか 103,641

山王中ほか 161,628

キュービクル 川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 下北手小 30,000

ボイラー 高清水小 20,000 御所野小 20,000 桜中 20,000

太平中 20,000 城南中 20,000 河辺中 20,000

送油配管 大住小 50,000

長寿命化
　計画

10,000

計 629,649 436,000 386,000 416,000 376,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校
給食ｾﾝﾀｰ

12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808

広面小プール 14,538 22,000

計 59,346 22,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,574 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,724,700 1,739,460 1,762,380 1,720,740 1,745,450

長寿命化計画

河辺学校
給食ｾﾝﾀｰ

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかか
る更新サ
イクルへ
の対応

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 川尻小 182,160

中通小 171,360 飯島南小 177,480

築山小 297,360 仁井田小 301,540

泉中 219,180 泉中 219,180

仁井田小 181,980

大住小 333,000

外旭川小 182,340

泉中 238,680

豊岩中 298,800

計 299,404 687,900 734,160 719,820 661,180

屋根・屋上 下新城小 34,250 旭南小 15,000 土崎小 15,000 明徳小 15,000 四ツ小屋小 15,000

泉小 15,000 土崎南小 15,000 岩見三内中 25,000 外旭川中 15,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 明徳小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 日新小 25,000 下新城小 25,000 河辺小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 金足西小 25,000 城東中 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 御所野小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 河辺小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小
ほか

103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 下北手小 30,000

ボイラー 高清水小 20,000 御所野小 20,000 桜中 20,000

太平中 20,000 城南中 20,000 河辺中 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化
計画

10,000

計 629,649 430,000 370,000 390,000 450,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校

給食ｾﾝﾀｰ
12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808

広面小プー

ル
14,538

計 59,346 20,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,574 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,724,700 1,741,900 1,728,160 1,713,820 1,715,180

H28 H29 H30 H31 H32

旧上新城

中プール

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000 20,000

D評価改修

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

施策への
対応

部
位
改
修

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 日新小 25,000 下新城小 25,000 明徳小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 金足西小 25,000 城東中 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 御所野小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 河辺小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 下北手小 30,000

ボイラー 高清水小 20,000 御所野小 20,000 桜中 20,000

太平中 20,000 城南中 20,000 河辺中 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計

画
10,000

計 629,649 430,000 360,000 400,000 450,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校

給食ｾﾝﾀｰ
12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,746,000 1,729,300 1,725,000 1,739,000

H28 H29 H30 H31 H32

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 明徳小 25,000 日新小 25,000 下新城小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 城東中 25,000 金足西小 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 御所野小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 河辺小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 下北手小 30,000

ボイラー 高清水小 20,000 御所野小 20,000 桜中 20,000

太平中 20,000 城南中 20,000 河辺中 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計

画
10,000

計 629,649 430,000 360,000 400,000 450,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校

給食ｾﾝﾀｰ
12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,746,000 1,729,300 1,725,000 1,739,000

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

H28 H29 H30 H31 H32

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 明徳小 25,000 日新小 25,000 下新城小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 城東中 25,000 金足西小 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 旭北小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 河辺小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 下北手小 30,000

ボイラー 高清水小 20,000 御所野小 20,000 桜中 20,000

太平中 20,000 城南中 20,000 河辺中 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計
画

10,000

計 629,649 430,000 360,000 400,000 450,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校
給食ｾﾝﾀｰ

12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,746,000 1,729,300 1,725,000 1,739,000

H28 H29 H30 H31 H32

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 明徳小 25,000 日新小 25,000 下新城小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 城東中 25,000 金足西小 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 旭北小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 河辺小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 下北手小 30,000

ボイラー 太平中 20,000 高清水小 20,000 御所野小 20,000 桜中 20,000

城南中 20,000 河辺中 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計

画
10,000

計 629,649 410,000 380,000 400,000 450,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校

給食ｾﾝﾀｰ
12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,725,000 1,739,000

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

H28 H29 H30 H31 H32

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 明徳小 25,000 日新小 25,000 下新城小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 城東中 25,000 金足西小 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 旭北小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 外旭川小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 明徳小 30,000

ボイラー 土崎南小 20,000 高清水小 20,000 川辺中 20,000 寺内小 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計

画
10,000

計 629,649 410,000 380,000 380,000 430,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校

給食ｾﾝﾀｰ
12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,705,000 1,719,000

H28 H29 H30 H31 H32

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 明徳小 25,000 日新小 25,000 下新城小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 城東中 25,000 金足西小 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 旭北小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 外旭川小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

川尻小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 明徳小 30,000

ボイラー 土崎南小 20,000 高清水小 20,000 河辺中 20,000 寺内小 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計

画
10,000

計 629,649 410,000 380,000 380,000 430,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校

給食ｾﾝﾀｰ
12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,705,000 1,719,000

H28 H29 H30 H31 H32

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 明徳小 25,000 日新小 25,000 下新城小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 城東中 25,000 金足西小 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

EV等 高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 旭北小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 外旭川小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

明徳小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 川尻小 30,000

ボイラー 土崎南小 20,000 高清水小 20,000 河辺中 20,000 寺内小 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計
画

10,000

計 629,649 410,000 380,000 380,000 430,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校
給食ｾﾝﾀｰ

12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,705,000 1,719,000

H28 H29 H30 H31 H32

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額 学校名 金額

長寿命化改修 旭川小 299,404 四ツ小屋小 195,800

仁井田小 202,200 土崎南小 196,000

外旭川小 214,600 仁井田小 293,200

泉中 265,200 泉中 170,500 泉中 316,600

明徳小 204,800

大住小 370,000

川尻小 202,400

外旭川中 202000

計 299,404 682,000 745,300 721,000 685,000

屋根・屋上 下新城小 34,250 中通小 15,000 土崎小 15,000 豊岩中 15,000 飯島南小 15,000

泉小 15,000 築山小 15,000 旭南小 15,000 岩見三内中 25,000 勝平中 15,000

外壁 八橋小 25,000 東小 25,000 河辺小 25,000 港北小 25,000 東小 25,000

旭南小 15,562 泉小 25,000 大住小 25,000 外旭川小 25,000 泉小 25,000

港北小 23,290 明徳小 25,000 日新小 25,000 下新城小 25,000 大住小 25,000

外旭川小 23,528 城東中 25,000 金足西小 25,000 将軍野中 25,000 河辺中 25,000

将軍野中 29,990

高清水小 16,823 高清水小 50,000 岩見三内小 10,000 寺内小 50,000 旭北小 50,000

トイレ 旭川小 52,152 桜小 50,000 川尻小 50,000 外旭川小 50,000 明徳小 50,000

金足西小 68,111 太平小 50,000 港北小 50,000 飯島南小 50,000 仁井田小 50,000

下水直結 金足西小 19,322 太平小 40,000 御野場中 40,000 下北手中 40,000 河辺中 40,000

外旭川中 41,352 太平中 40,000

非構造部材
保戸野小

ほか
103,641

山王中ほか 161,628

キュービク
ル

明徳小 30,000 大住小 30,000 河辺小 30,000 川尻小 30,000

ボイラー 土崎南小 20,000 高清水小 20,000 河辺中 20,000 寺内小 20,000

送油配管 大住小 50,000 東小 50,000

長寿命化計画
長寿命化計
画

10,000

計 629,649 410,000 380,000 380,000 430,000

統合等 雄和小 29,351

雄和学校
給食ｾﾝﾀｰ

12,846

計 42,197

解体 南中武道場 44,808
旧上新城

中プール
15,000

河辺学校

給食ｾﾝﾀｰ
20,000

広面小プー

ル
15,000

計 44,808 30,000 20,000

プール 雄和小 170,030

グラウンド 河辺小 73,500 広面小 100,000 御野場中 100,000 港北小 100,000 秋田東中 100,000

経常修繕費 150,612 204,000 204,000 204,000 204,000

その他経費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

合計 1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,705,000 1,719,000

エレベー
ター等

部
位
改
修

D評価改修

施策への
対応

設備等の
大きなコス
トがかかる
更新サイク
ルへの対
応

H28 H29 H30 H31 H32
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現在 10年後 15年後S60

38.7万㎡39.7万㎡

22.8万㎡

36.4万㎡

維持・更新費
33億円/年

維持・更新費
17億円/年

今後の維持・更新費
２倍に増加

■中学校 校舎

■ 小学校 校舎

■ 小学校 体育館

■ 中学校 体育館

＋15.9万㎡
1.7倍

▲

－16547人
43％減

▼

－7063人
32％減

▼

－123学級
14％減

▼

－331学級
36％減

▼
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現在 10年後 15年後S60

38.7万㎡39.7万㎡

22.8万㎡

36.4万㎡

維持・更新費
33億円/年

維持・更新費
17億円/年

今後の維持・更新費
２倍に増加

■中学校 校舎

■ 小学校 校舎

■ 小学校 体育館

■ 中学校 体育館

＋15.9万㎡
1.7倍

▲

－16547人
43％減

▼

－7063人
32％減

▼

－123学級
14％減

▼

－331学級
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現在 10年後 15年後S60

38.7万㎡39.7万㎡

22.8万㎡

36.4万㎡

維持・更新費
33億円/年

維持・更新費
17億円/年

今後の維持・更新費
２倍に増加

■中学校 校舎

■ 小学校 校舎

■ 小学校 校舎

■ 小学校 校舎

＋15.9万㎡
1.7倍

▲
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  ８. 維持・更新の課題と今後の方針 
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中学校 体育館 

 学校施設の保有量（延床面積）は、昭和60年度（ピーク時）から平成27年度にかけて1.7倍に増加

した。一方、児童・生徒数は、昭和60年度から平成27年度にかけて43％減少しており、15年後には

平成27年度からさらに32％減少すると見込まれている。  

 今後の学校施設の維持・更新コストは、長寿命化をしても過去5年間の投資的経費の約2倍に増加す

ると見込まれている。児童生徒数が減少する中で施設の維持・更新費用が増加するという矛盾を抱えて

おり、 ①施設保有のあり方、②維持・更新コストの削減及び財源確保は大きな課題となる。個々の学校

施設の長寿命化（保全計画）だけでは限界があることから、財政制約ラインとコストとの乖離を埋めて

いくため、学校施設の配置や規模、運営面・活用面等に及ぶ多面的な見直しが必要であり、適正化に向

けた総合的な取組みの方針を明確にする必要がある。 

適正化に向けた検討が必要 

今後、児童生徒数は減少するが、維
持・更新コストは増加。 
長寿命化だけでは対応できず、新たな
改善策に取り組む必要がある。 適正化検討が必要 

②床面積の推移 
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－16547人 

43％減 
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－7063人 
32％減 
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建替えは地盤のよいところ
を優先する 

築50年以上の施設はなく、
長寿命化の可能性が高
い。 

耐震診断の結果、長寿命
化可能な棟が80％。 

築35年以上の建物に劣化
が顕著。 

今後は中心部の適正化に
ついて検討が必要。 

これまで統廃合は市の郊
外で実施。 

児童生徒数の減少で予算
が減少。 

財政状況が厳しい 

 財政制約と必要コストとの乖離を埋めていくためは、学校施設の保全にとどまらない多面的か

つ今までにない新たな取組みが必要となる。今後、改善に向けた以下に示す方針に基づき、秋田

市全体で横断的に取り組んでいく必要がある。 

  ９．課題解決のための新たな方針の策定 

人
口
・
地
域 

保
有
量 

適
正
配
置 

整
備
基
準
等 

老
朽
化
・
劣
化
状
況 

財
政
状
況 

基準の見直し 

施設管理から資産マネジメントへ 実態と課題 

地域の状況に応
じた対応 

上位計画・方針 

（適正規模・適正
配置） 

•柔軟性のある施
設配置 

 （転用・変化への 
 柔軟対応） 
 （教室・体育館・ 
 プール等の一律 
 の設置の見直し） 
•整備水準の向上
（トイレ、空調、照
明） 

•民間資金での学
校修繕・建替え
（ポテンシャルの
高い学校はPPP） 
•時間外活用（時間
外を学習塾等に
賃貸） 
•リースによる調達
（初期コストの平
準化） 

（厳しい財政状況
への対応） 

•施設台帳と固定資
産台帳の一元化 
•システム化 

情報の一元管理 

長寿命化改修 

•学校の複合化 
 （コミュニティ施設 
 機能、子育て支援 
 機能等の導入） 
•時間帯を区切って
使い分け 

 （昼は学校、夜は 
 地域の拠点） 
•体育館を地域のス
ポーツ施設として
共用化 

 （専門家の指導） 

多目的活用によ
る学校施設環境
の向上 

•急激な変化への
柔軟な対応 

•稼働率を上げ、民
間資金の導入 

維持更新コストの
削減 

公民連携、民間
資金の活用 

中央と北部で教室数の減
少が顕著 

•変化しやすい転用
の効くフレキシビリ
ティの高い施設配
置 

•小学校 
   校舎 
   体育館 
   プール 
•中学校 
   校舎 
   体育館・武道場 
   プール    
等の一律の整備基
準の見直し  

（プールの集約化） 
（民間プールの活
用） 
（運営をスポーツク
ラブにまかす） 
（専門家の指導）等 

新たな取組み 

 
•プールの共用化、
給食センターの共
用化等従来の整
備基準の見直し 
 

 
•他の公共施設との
複合化 
（図書館・地域交流
機能） 
（児童館・学童保育
等の子供関連機能
の導入）等 
（地域のスポーツ施
設との共用） 
 

•民間ファンドの活
用 
•ポテンシャルの高
いところは民間資
金導入 
•施設面・運営面と
もに活用できない
か 
（民間機能・民間資
金等の活用） 
・リースによる調達
コストの平準化 

 （ＬＥＤ照明、空
調、トイレ等） 

従来の整備水準は社会的
要請に対応していない(バ
リアフリー･省エネ・柔軟性) 

S60年からH27年に面積が
1.7倍に増加。 

児童生徒数はS60年から
H27年に40％減少。今後さ
らに減少。 

ニュータウンは増加してい
たが、今後は市全域で人
口減少。 

教室数が減少（その分を活
用した環境向上の必要）。 

市独自の基準がない。 

方策 

築30年以上が60％と老朽
化が進行。 

（児童生徒数の変
化） 
（地域の変化） 
（施設の保有量） 
（都市計画の考慮） 

（今後、維持更新す
るのに非常にコスト
がかかる） 
維持管理コストが
かからない材料や
機器の選択 

市の中心部で人口が減
少。 

デーベースの活用 

定期的な点検・診
断に基づく計画的
な保全を実施 
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  10．今後の検討・分析 

①地域の状況 

③改善策の検討 

③プールの共用化（基準の見直し、コスト削減） 

①学校を地域の拠点に（地域の状況に応じた対応、
公民連携・民間資金の活用、多目的活用による学校
施設環境の向上） 

②光熱水費の抑制（維持更新コストの削減） 

改善の方針にそった具体的な改
善策の検討の実施 

方 針 

（分析結果の整理） 
【中央地域の状況】 

《人口の変化》 

•平成12年から22年にかけて、総人口

は7％減少。年少人口は20％、生産年

齢人口は12％減少。 

•平成27年から42年にかけて総人口は

25％減少の見込み。年少人口は

49％、生産年齢人口は35％減少する

一方、高齢人口は17％増加する見込

み。 

《地域の変化》 

•中通の大規模商業施設が撤退する等、

中心市街地の空洞化が進行。 

《公共施設の状況》 

•学校の周辺に公共施設が数多く配置さ

れている。 
 

 市の中心部5地域のうち、他の地域

に比べて人口減少が急速に進む。 

 総人口、年少人口は減少するが、学

校・公共施設数は多い。 

改善策 具体的な検討の実施 

•学校施設に付近のコミュニティセンター、デイサービスセ
ンター、市営住宅、図書館等の機能を集約し、学校施設の
複合化・多目的活用を進める。 

•ＰＰＰによる民間事業との複合化等を検討し、民間資金や
ノウハウを活用して新たな財源を確保する。 

•時間外に学習塾として活用する。 

•リースによるトイレ、空調、ＬＥＤの整備を進め、投資的
経費の平準化及び、省エネ化による維持管理費の抑制を図
る。 

•更新時に地域共用の温水プールに改築する。共有化により
財源拡大、維持管理費の節減を図る。 

具体的な改善策の検討にあ
たって 

 ①人口及び地域の状況 

  （これまでの変化、今後の 

   変化） 
 ②学校・公共施設の状況 

 ③民間施設・サービスの状況 

等を地図情報、統計データに整
理して把握。 

 中心部5地域で効果的な改善策を実施していくため、①地域の状況、②地域別学校施設の状況

を把握し、③改善モデルの検討を行う必要がある。さらに④改善策の効果検証を行う必要がある。 

中央地域 

具体的な改善策の検討にあたり、地域
の人口の変化、地域の開発・整備状
況、公共施設の状況、民間施設・サー
ビスの状況等を把握する。 

維持更新コスト
の削減 

①公民連携、民間資金の活用 

•プールの集約化 
•民間プールの活用 
•運営をスポーツクラブにまかす
（専門家の指導）等 
•英語教育等 

多目的活用に
よる学校施設
環境の向上 

 
•他の公共施設との複合化 
（図書館・地域交流機能） 
（児童館・学童保育等の子供関連
機能の導入） 
（時間外に学習塾として活用） 
（地域のスポーツ施設との共用） 
・稼働率を上げ、民間資金の導入 
 

基準の見直し 

•変化しやすい転用の効くフレキ
シビリティの高い施設配置 
 
•プールの共用化、給食センター
の共用化等従来の整備基準の
見直し 
 

地域の状況に応じた対応 

維持更新コスト
の削減 

公民連携、民
間資金の活用 

•プールの集約化 
•民間プールの活用 
•運営をスポーツクラブにまかす
（専門家の指導）等 
•英語教育等 

体育館 
（多目的
ホール） 

コミュニティ 学校 

屋内プール 

コミュニティ 

図書館 

学校 

民間事業 
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改修 
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学校 
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地域のｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽﾎﾟｰﾂ拠点 
時間外は地域利用 

周辺エリアの 
給食センター 

周辺の学校と地域の
共用プール 

学習塾等 
での利用 

多目的活用による学校施設環境の向上 

地域 

方針にそって、具体的な改善策の検討を
実施。 

体育館
（多目的
ホール）

コミュニティ学校

屋内プール

コミュニティ

図書館

学校

民間事業

民間事業者による跡地活用

公民連携・民間の活用

近い学校の
集約化

建替え
改修

費用の捻出

学校

セキュリティライン

地域のｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽﾎﾟｰﾂ拠点
時間外は地域利用

周辺エリアの
給食センター

周辺の学校と地域の
共用プール

学習塾等
での利用

多目的活用による学校施設環境の向上

地域

課題解決のための新たな方針 

公民連携、民間資
金の活用 

地域の状況に応じ
た対応 

維持更新コストの
削減 

基準の見直し 

多目的活用による
学校施設環境の向
上 

・転用の効くフレキシビリ 
 ティの高い施設配置 
・整備基準の見直し 等             

・プールの集約化 

・ポテンシャルの高いとこ
ろは民間資金の活用 等           

・今後、維持更新コストが
非常にかかる 等    

・児童生徒数の変化 
・地域の変化  
・施設保有量     

・他の公共施設との複合化
（図書館・地域交流機能） 

（児童館等の子ども関連機
能の導入） 等 

・稼働率を上げ、民間資金
の導入           

•学校施設に図書館、コミュニティセンター等の機
能を集約し、昼は学校、時間外は地域の拠点とし
て多目的に活用する。 

•ＰＰＰによる民間事業との複合化を検討して民間
の資金やノウハウを活用し、新たな財源を確保。 

•時間外に民間施設として活用する。 等 

①学校を地域の拠点に 

【改善策（イメージ）】 

②プールの共用化 

•更新時には民間プールの活用や、数校で利用でき
る共用とする。共有化により学校施設環境向上、
財源確保、維持管理費削減を図る。 
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築山小学校 

旭北小学校 
旭南小の付近には
コミュニティ関連の
公共施設が多い 

中通小、築山小の付近
は、人口減少が顕著
（児童生徒数も減少） 

秋田駅 

北部地域 

約6km 

約8km 
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《学級数》
S60 H27 H42

■：大規模校
■：小規模校

【規模（校舎面積）】
• 各校とも規模は大きい。
• 面積は昭和60年から変化なし。

【学級数】
• 昭和60年の290から平成

27年に171へと大幅減少。
• 今後も減少が継続。

【保有量と学級数】
• 平成42年の学級数は123の見
込み。現在の普通教室数190を
大幅に下回る。

保戸野小学校

秋田南中学校

②地域別学校施設の状況 

④効果検証 
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（児童数） 《小学校》 （学級数） （生徒数） 《中学校》 （学級数）

旭北

旭南

川尻

保戸野
泉

明徳
中通

八橋

築山 山王

泉

秋田南

実践：児童数
点線：学級数
●：学級数(最大)
●：学級数(最小)

実践：生徒数
点線：学級数
●：学級数(最大)
●：学級数(最小)

37

18

12

18

8 6

28

23

1725

15

10

[7679人 210学級] [3245人 114学級] [2197人 81学級] [3288人 80学級] [1704人 57学級] [1155人 42学級]

大規模校で児童
生徒数が急激に
減少

①施設の規模・諸室構成 ②児童生徒数・学級数の変化 

③各施設の老朽化状況 

体育館

武道場

給食棟・センター

築１０年未満

築２０年以上

築３０年以上

築４０年以上

校舎

外壁

屋根

劣化評価Ｄ

劣化評価Ｃ

期待できる耐
用年数が60年
未満の棟

•築30年以上の施設面積が71％と、老朽化が進んでいる。 

•中心5地域で最も児童生徒数の減少率が高い。昭和60年

（ピーク）比で小学校は58％減少、中学校は48％減少し

た。今後も減少が見込まれる。 

•平成27年の児童１人当たりの小学校校舎面積は15㎡で5地

域で最も広い。教室や多目的スペース以外の「その他」の校

舎面積の割合は49％で最も広い。 

 他地域に比べて児童生徒数が大幅に減少し、校舎面積に余

裕がある。学校施設の老朽化も進んでいる。 

（結果の整理）【中央地域の学校施設の状況】 

（百万円） 

各校の①施設の規模・諸室構成、②児童生徒数・学級数の変化、③施設の老朽化状況等のデータを
集約・整理し、どの学校でどのような改善策を行うかを検討する。 

実施した効果を公会計情報により
定量化する（効果の見える化）。 

 実施結果が財務諸表上、明確
に表れる。 

 市民に数値を根拠とした説明
が可能となる。 
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現在 改善策実施

物件費 

減価償却費 

修繕費 

光熱水費 

需用費その他 

使用量・賃借費 

その他 

（百万円） 

行政コストの
削減（効率化・
有効活用） 

 
 

で
見
え
る
効
果 

《
貸
借
対
照
表
》 

で
見
え
る
効
果 

《
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
》 

 
【改善策実施効果見える化のイメージ】 

52％削減 

建物 12,262 6,340

建物償却累計額 -7,662 4,600 -3,001 3,339

工作物 522 143

工作物償却累計額 -444 78 -107 36

土地 2,724 968

資産合計 7,402 4,343

現在 改善策実施

旭南小、八橋
小、築山小で
老朽化が進行 

八橋小・築山
小は「その他」
の校舎面積が
約6割 

15% 16% 2% 49% 16% 2%全体

12校の平均は49% 

「その他」の校
舎面積の割合
が大きい 
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